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現行の水道水の水質基準については、化学物質の増加による消毒副生成物の多様化な

どの水道水質の状況を踏まえ、平成 16年 4 月に大幅に改定されました。 

この改定の中で、従来一律的に適用されていた水道水の水質基準について、各水道事

業者の水源域の状況、原水の質、浄水方法などの状況に応じ、一定の条件のもとで検査

項目、検査頻度を自ら定めることができるようになりました。 

このようなことから、企業団では、検査項目、検査頻度などについて、安全性・安定

性及び効率性・合理性の両面から検討を行い、平成 16 年度よりこの水質検査計画を作

成しています。 

年度毎に水質の状況や利用者の要望を受けて見直しを検討して公表し、今後とも信頼

される水道水を供給していくことをめざします。 

 

１．水質管理及び水質検査の基本方針 

企業団の水源状況は、県営水道の浄水受水が約 88.4％と深井戸からの地下水の取

水が約 11.6％です。県営水道の浄水については、水道水として厳しい水質管理を実

施された良好な水質であり、現在、特に問題は生じていません。また、中央配水場

及び師勝配水場の地下水については、除マンガン装置を整備して、絶えず原因物質

の除去を実施し、機器等の日常点検や定期的な水質検査をおこなうなど、厳しく管

理しております。師勝配水場及び豊山配水場の地下水について、令和 2 年 4 月 1 日

より水質管理目標設定項目に位置付けられた有機フッ素化合物（PFOA・PFOS）が暫

定目標値を超過したため、定期的な検査を継続し、検出状況を注視していきます。 

企業団は、北名古屋市と西春日井郡豊山町の一市一町に水道水を供給する水道事

業体として、水道水の安全性・安定性を確保することを第一と考え、以下の方針で

水質検査を実施します。 

 ⑴ 検査地点 

水道水については、三つの配水場系統の水質を把握するため、それぞれの適当な

地点と合流が予想される地点を選定し水質検査を実施します。原水については、水

質変化の把握などの観点から、豊山配水場を除く全ての取水井について水道水に準

じた水質検査を実施します。 

 ⑵ 検査項目 

水道水については、水質基準項目の全ての項目を省略することなく検査します。

また、今後検出される可能性があるもの等水質管理上留意すべきものとしてだされ

た水質管理目標設定項目についても、ほとんどの項目を検査します。原水について

は、水道水に準じた項目(消毒副生成物等を除いた)を検査します。 

 ⑶ 検査頻度 

水道水については、水質基準基本項目の 9 項目を毎月検査し、全ての項目を 3

月に 1回検査します。原水については、消毒副生成物等を除いた全ての項目、有機

フッ素化合物（PFOA・PFOS）については、豊山配水場を含め年 1回検査します。 
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なお、水源、水道施設で水質の汚染や水質異常があったとき、又は、その恐れが

高いと思われるときは、必要な地点で臨時に検査します。 

 

２.企業団の概要 

 ⑴ 給水区域 

愛知県北名古屋市及び西春日井郡豊山町(一部地域を除く) 

 

 ⑵ 水源の名称及び種別 

 

水源名称 水源種別 水    源    所    在    地 

中央配水場 1号井 深井戸 北名古屋市薬師寺山浦 1番地 1 

中央配水場 2号井 深井戸 北名古屋市薬師寺山浦 1番地 1 

中央配水場 3号井 深井戸 北名古屋市薬師寺樋口 83 番地 

中央配水場 4号井 深井戸 北名古屋市薬師寺山浦 1番地 1 

中央配水場 浄 水 北名古屋市薬師寺山浦 1番地 1 

師勝配水場 深井戸 北名古屋市鹿田天井田 16 番地 

豊山配水場 深井戸 西春日井郡豊山町大字豊場字前池 118 番地 

※豊山配水場は、令和 3年 3月より取水停止継続中 

 

 ⑶ 浄水場の名称及び浄水方法 

  

浄   水   場   等   名 浄水処理 
計画能力 現在能力 実績最大値 

（m3／日) （m3／日) （m3／日) 

中央配水場 

中央浄水場 
前塩素処理 

マンガン接触ろ過 
5,600 7,200 4,185 

県水受水場 消毒のみ 36,800 28,800 31,490 

豊山配水場 豊山浄水場 塩素処理 1,500 2,400 0 

師勝配水場 師勝浄水場 
前塩素処理 

マンガン接触ろ過 
1,800 2,400 833 

※現在能力は令和 6年 4月 1日現在、実績最大値は令和５年度 

※豊山配水場は令和 3年 3月より取水停止継続中 
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３．企業団を巡る原水及び浄水の水質状況及び水質管理上の問題点 

 【中央配水場】 

原水である取水井（4箇所）の水質状況は、マンガンが水質基準を超過しています。 

マンガン除去対策として、企業団発足時より除マンガン接触ろ過機 3台を設置して

水質基準値を下回るよう除去しています。 

 【師勝配水場】 

原水である取水井（1箇所）の水質状況は、マンガンが水質基準を超過、有機フッ

素化合物（PFOA・PFOS）については、暫定目標値（50ng/L）を超過しています。 

マンガン除去対策として、企業団発足時より除マンガン接触ろ過機 1台を設置して

水質基準値を下回るよう除去しています。 

有機フッ素化合物については、原水で暫定目標値を超過しているものの、浄水では

県水と混ぜ合わせることで定量下限値未満に抑えられます。しかし、令和 5 年 8 月

より濁度が水質基準を超過しているため、取水を停止しています。 

 【豊山配水場】 

原水である取水井（1 箇所）の水質状況は、平成 4 年の水質改正前の平成元年に、

有機物質除去装置を設置して、トリクロロエチレン等の原因物質の除去の継続をし

てきましたが、平成 28年以前の数年間、水質基準値を大きく下回ってきたため、平

成 29 年 4月に有機物質除去装置を停止し、配水していました。 

令和 2年 4月に水質管理目標設定項目に位置付けられた有機フッ素化合物（PFOA・

PFOS）が、暫定目標値（50ng/L）を超過したため、安全性の確保を最優先に考え、

現在は取水を停止しています。 

これらの対策により、企業団の水道水の水質は水質基準値を全ての項目で下回って

います。(※最近 3年間の水道水の水質検査結果データは別表-1) 

平成 16年 4 月からの新水質基準は、従来の項目に 13 の項目が変更ないしは追加さ

れましたので、全ての項目の水質検査を実施し、既存の除マンガン接触ろ過機は定

期的に保守を行い、水質管理目標設定項目に位置付けられた有機フッ素化合物につ

いても、定期的に検査を行い、万全の体制で水道水の安全を守っていきます。 

 

４．水質検査を行う項目、採水地点、採水頻度及びその理由 

 ⑴ 水道水（給水栓）の水質検査 

普段使用されている水道水の水質検査は、大変重要な検査です。それぞれの配水

場系統の水道水の把握と、北名古屋市と西春日井郡豊山町の地域性を考慮した地点

を選定し、残留塩素、色度、濁度等を毎日検査します。水質基準項目の検査につい

ては、以下のとおり実施します。(別表-2、3)  

① 水道法に基づき一般細菌や病原微生物など外部からの汚染の指標と考えられ

る基本的な 9項目は、毎月 1回検査します。 

② 水道法では過去 3 年間で基準値の 1/10 以下の項目は 3年に 1 回まで省略可能
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であるが、年間の値を把握するため季節変動を考慮して3月に1回検査をします。 

 ⑵ 原水の水質検査 

原水については、水質変化の把握のため、消毒副生成物と臭気物質を除いた全て

の項目を年 1回検査します。 

平成 20 年度より県のクリプトスポリジウム等対策方針に基づき、取水停止中の

豊山配水場を除いて深井戸5本についてクリプトスポリジウム指標菌検査を3月に

1回実施します。 

中央配水場、師勝配水場の原水のマンガンについては、水処理工程を管理する観

点から除マンガン接触ろ過機の通過後で毎日検査(簡易計測)をします。 

 ⑶ その他の検査及び調査 

水質管理目標設定項目については、水質基準に準ずる項目とされ、特に水質検査

の義務付けはありませんが、水質変化の把握や水処理工程を管理する上で必要な項

目と判断し、必要回数検査をします。 

有機フッ素化合物（PFOA・PFOS）ついては、中央配水場、師勝配水場及び豊山配

水場を年 1 回検査します。また、要検討項目に位置付けられた PFHxS についても、

同様に検査します。  

なお、農薬については、平成 25年 3 月 28 日付け厚生労働省健康局長からの通知

において農薬類の分類見直しが行われたことに基づき、全項目を検査します。(別

表-4) 

水質基準項目や水質管理目標設定項目など水質管理上不可欠とされる項目以外

の項目で、一般の関心の高い項目(物質)である、PFAS、内分泌かく乱化学物質、ダ

イオキシン類については、国等の機関の調査研究等の情報収集に努め、注視してい

きます。 

 

５．臨時の水質検査に関する事項 

臨時の水質検査は、水道法施行規則第 15 条第 2 項により企業団から供給する水道

水が、以下により水質基準に適合しない恐れがあるときに実施します。 

① 水源の水質が著しく悪化したとき 

② 水源に異常があったとき 

③ 水源付近、給水区域及びその周辺で水系感染症が流行したとき 

④ 浄水過程に異常があったとき 

⑤ 配水管の大規模な工事その他で水道施設が著しく影響を受けたとき、又は、そ

の恐れがあるとき 

⑥ その他、特に必要があると認められたとき  

 

６．水質検査計画及び検査結果の公表の方法 

水質検査計画の策定された段階で、企業団ホームページ上に掲載します。 
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定期水質検査については、すでに企業団ホームページ上に掲載しております。今年

度についても、水道水の毎月項目、3月1回全項目及び有機フッ素化合物（PFOA・PFOS、

PFHxS）の検査結果について企業団ホームページ上に掲載していきます。 

なお、水質検査計画及び水質検査結果は、企業団事務所でも公表します。 

 

７．その他水質検査計画の実施に際し配慮すべき事項 

 ⑴ 水質検査結果の評価 

水質検査結果の評価については、水質基準適合判定はもとより、長期的にはより

質の高い水道水の供給をめざして評価していきます。 

水質基準は、水道により供給される水が満たすべき水質上の要件であり、いかな

る項目についても、その検査結果が水質基準を超えないよう水質管理に万全を期し

ますが、水質基準を超える恐れがある場合には直ちに原因究明を行い、水質基準を

満たす水質を確保するために必要な対策を講じていきます。また、水質基準は超え

ないものの、通常よりも明らかに高い数値を示した場合も直ちに原因究明を行い、

必要に応じて対策を講じることとします。 

なお、水質検査の結果に異常が認められた場合は、確認のため直ちに再検査を実

施することとします。 

 ⑵ 水質検査の精度と信頼性保証 

水道水の安全性、安定性を確保し、利用者に信頼される水道水を供給するために

は、水質検査において、その精度と信頼性の保証は極めて重要です。 

企業団の水質検査においては、平成 17 年度よりすべての項目が委託となりまし

た。この委託先については水道法第20条指定機関(日本水道協会水道GLP認定機関)

に限って実施しており、その精度管理についても環境省が行う精度管理が義務付け

られていることから、受託業者よりこの精度管理報告書の提出を求め内容を審査し

ていきます。 

 ⑶ 関係者との連携 

企業団の水源の約 88.4％を占める愛知県営水道との連携は、水質管理を万全な

ものとする上で極めて重要と判断し、継続していきます。また、国、県、他団体等

との連携により、水質管理に関する情報収集に努めていきます。 


